



























RFID システムは、RFID リーダー、読み書きアンテナ、微小の RFID タグ (大きさ、
480×480×25μm) で構成されている。RFID リーダーは PC から送信された制御情報に基
ずいて、読み書きアンテナを制御する。読み書きアンテナは電磁波を発生させ、RFID タ
グに書き込まれた固有の ID を読み取る。読み取った情報は、RFID リーダーを介して、
PC に読み取り時刻とともに蓄積される。RFID タグを採取したクロオオアリのコロニー
(およそワーカー 150 匹、女王 1 匹) に居るすべてのワーカーに取り付けた。実験には巣
箱 (Nest Space)と採餌箱 (Foraging Space)で構成された実験区画を用いている (図 1)。餌
は Foraging Space に常に昆虫ゼリーを与えるようにしておき、ミールワームについては適宜与えるようにした。Nest Space と













ここで、dj(τ)は、τ 日目の j 番目のワーカーの日毎の採餌活動度で、Nτ は τ 日に少なくとも 1回ゲートセンサーを通過した総
ワーカー数である。ここで、日毎の採餌活動の割合の累積分布を次のように定義した。
P (Ad < a) =
#{(i,m); 0 < Ad(i,m) < a}
#{(i,m); 0 < Ad(i,m) ≤ 1} . (2)
ただし 0 < a ≤ 1 である。また #{} は ; 以下の条件を満たす (i,m) のペアの総数である。P (Ad < a) は毎日のワーカー間の採
餌活動の分配を特徴付ける。日毎の採餌活動の割合の分布に当てはまる累積分布関数を、7種類の候補分布型から赤池情報量規準







Sj,k = {(di(j), di(k)) : 0 < di(j), 0 < di(k), ∀i}.
図 4 スピアマンの相関行列
ここで、i は実験期間中に RFID を装着した個々のワーカーのインデックス、j と
k は日数のインデックス。ここで、Sj,k は j 日目と k 日目に少なくとも一回は
ゲートを通過したワーカーの j, k 日目の採餌活動度のリスト。r(Sj,k) は、j 日と
k 日の活動度のリスト Sj,k を j 日と k 日の 2 組の順位表に変換する関数。比較
した 2 日の間で、採餌活動の階層が維持されている場合、スピアマンの相関係数
は 1 に等しい。一方で、採餌活動の階層が j 日と k 日の間にランダムに切り替わ








ここで、#Dは、|j − k| = Dを満たす日のペアの総数、|Sj,k|は、リスト Sj,k の要素数。連続した 2日間のスピアマン相関係数の
平均値は 0.7付近であり、採餌階層は維持されていた (図 5)。また、時間と共にスピアマン相関係数の平均値は徐々に減少してい
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